
                        
 

 

 

2026 年１月 26 日 

各     位 

会 社 名  株式会社ＯＳＧコーポレーション 

代表者名  代表取締役社長   山田 啓輔 

（コード：６７５７ 東証スタンダード市場） 

問合せ先   取締役管理部長   安岡 正彦 

（TEL. 06-6357-0101） 

 

「銀座に志かわ」海外戦略における戦略的パートナーシップ構築のお知らせ 

 

 当社は、香港を起点とし、中国・台湾を除く ASEAN を中心としたアジア進出に向けた事業展

開の基盤構築を目的として、100％子会社である香港銀座仁志川有限公司（Hongkong Ginza 

Nishikawa Co., Ltd.） を設立いたしました。この度、星禾（香港）有限公司（Xinghe (Hong Kong) 

Limited） との間で、第三者割当増資に関する増資引受書を締結いたしましたので、お知らせい

たします。 

記 

 

１． 第三者割当増資の概要 

・ 発行株式数：普通株 4,000 株 

・ 発行価額：1 株当たり 1,250 香港ドル 

・ 増資金額：5,000,000 香港ドル 

・ 割当先：星禾（香港）有限公司 

・ 払込期日（予定）：2026 年 1 月 30 日 

 

本第三者割当増資は、上記増資引受書の締結に基づき実施するものであり、払込完了をも

って正式に効力が発生いたします。なお、本増資後における当社の香港銀座仁志川有限公司

に対する持株比率は 60％ となりますが、当社は引き続き議決権の過半数を保有するため、

連結子会社としての位置付けになります。 

 

２． パートナーシップ構築の背景 

当社グループは、ＦＯＯＤ事業におけるベーカリー部門として「銀座に志かわ」がありま

す。今後、海外市場進出を積極的に展開してまいります。現在、ロサンゼルス１店・上海３

店・台北１店に続き、香港市場を中心に ASEAN 市場へ進出いたします。このような背景の

もと、香港銀座仁志川有限公司を設立し、人・拠点・資金・管理等の面で専門性を有するパ

ートナーと協業することにいたしました。 

 

３． 星禾（香港）有限公司の株主の概要 

星禾（香港）有限公司は、本事業の開始に伴い、「銀座に志かわ」ブランドの ASEAN 市場

進出を目的として新たに設立された会社であります。同社の株主は、アジア市場に精通し、

販売、製造、運営といった役割を分担しながら、それぞれの専門性を活かして本事業に関与

しております。 



 

【株主の概要】 

・ 劉 澤凱（Zekai Liu） 

香港盈創國際有限公司、株式会社シンニチコーポレーション創業者。 

日用品・消費財（FMCG）分野を中心に、日本・中国・香港を跨ぐクロスボーダービ

ジネスに 15 年以上携わってきた経営人材。香港銀座仁志川有限公司では、総経理に就

任予定。1986 年 11 月生まれ。 

 

・ 劉 凱（Possion Liu） 

上海芯果科技有限公司共同創業者、深圳知行合一電子商務有限公司創業者。 

上海芯果科技有限公司 は、中国大手ディスカウント小売チェーン 「好特売

（HotMaxx）」を運営しており、2020 年 4 月に「好特売」を設立後、５年間で 1,000

店舗のリアル店舗を構築。 

その他主な実績として、コミュニティ団購（共同購入）モデルの創始者。2015 年に

コミュニティ団購業界を立ち上げ、年間売上 300 億元を突破。さらに 150 億元の資金

調達に成功。 

香港銀座仁志川有限公司では、管理面、政府関連対応及び政策コンプライアンス管

理、ASEAN 市場進出を担当予定。1979 年 11 月生まれ。 

 

・ 蘇 焜（Sukun） 

上海焙匠企業管理コンサルティング有限公司 総経理。 

中糧「金焙工匠復興」製パン研修学校 校長。 

中国焙烤食品・糖製品工業協会 専門委員会 専門顧問。 

国家級製パン審査員、中華人民共和国職業技能大会（製パン部門）審査員等を歴任。 

 

中国市場における製パン・ベーカリー業界において 20 年以上の実務及びチェーン

運営経験を有する専門家。製造、品質管理、人材育成、オペレーション設計といった

領域に精通。香港銀座仁志川有限公司では、製造及びオペレーション面を担当予定。

1971 年３月生まれ。 

 

４． 今後の見通し 

香港銀座仁志川有限公司は、香港を拠点に「銀座に志かわ」ブランドを ASEAN 中心に市

場進出を行います。まずは、来期上期までに香港にて第１号店舗をオープンする予定です。 

なお、本件が当社の連結業績に与える影響は、現時点では軽微と見込んでおりますが、今

後、開示すべき事項が生じた場合には速やかに公表いたします。 

 

以 上 


